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平成 21 年 5 月 8 日 
各 位 

会社名 株式会社日本一ソフトウェア 
代表者名 代表取締役社長 北角 浩一 
 (JASDAQ・コード番号：3851) 
問合わせ先 
役職・氏名 取締役管理部長 世古 哲久 
 電 話       058-371-7275 

 
 

特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 

当社は、平成 21 年 3 月期（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日）におきまして、下記

のとおり特別損失を計上するとともに、平成 21 年 2 月 6 日付で公表いたしました平成 21 年 3
月期の業績予想（連結・個別）を修正いたしましたのでお知らせいたします。 
  

記 
 
1．特別損失の計上について 
 
 （1）貸倒引当金繰入額の計上 

平成 21 年 3 月 9 日付で公表いたしました「債権の取立不能又は取立遅延のおそれに関する

お知らせ」に記載の当社取引先である大平技研工業株式会社が自己破産の申立を行い、平成

21 年 5 月 1 日で岐阜地方裁判所から破産手続開始の通知を受けたことに伴い、同社に対する

債権 17 百万円について取立不能のおそれが生じたため、貸倒引当金繰入額として特別損失に

計上いたします。 
 

 （2）減損損失の計上 
  「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき当社が保有する固定資産の一部（旧本社の建物 
及び土地並びにアミューズメント機器に関する特許権）について、現在の収益状況及び将来の

回収可能性を慎重に検討した結果、減損処理を行うこととし 91 百万円の減損損失を特別損失

に計上いたします。 
 
 

2．業績予想の修正 
平成 21 年 3 月期 通期連結業績予想数値の修正（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日） 

                                   （単位：百万円） 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前回予想（Ａ） 2,034 100 80 △1 △87 円 09 銭

今回修正（Ｂ） 2,073 166 155 △65 △3,114円 18銭

増減額（Ｂ－Ａ） 39 66 75 △64 
増減率 1.9％ 66.0％ 93.8％ ― 
前期実績 
(平成 20年 3月期) 

2,145 326 283 109 5,364 円 56 銭
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平成 21 年 3 月期 通期個別業績予想数値の修正（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日） 

                                   （単位：百万円） 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前回予想（Ａ） 1,263 △23 △41 △95 △4,584円 87銭

今回修正（Ｂ） 1,288 25 11 △153 △7,285円 11銭

増減額（Ｂ－Ａ） 25 48 52 △58 
増減率 2.0％ ― ― ― 
前期実績 
(平成 20年 3月期) 

 1,505 234 182 50 2,469 円 78 銭

 
 
3．修正の理由 
 

 （1）連結業績予想の修正   
  当社が平成 21 年 2 月 6 日付で公表いたしました「繰延税金資産の取崩し及び業績予想の修 
正に関するお知らせ」の業績予想に対して、売上高については、日本国内において平成 21 年

3 月 26 日に発売いたしました『魔界戦記ディスガイア 2 PORTABLE』の販売本数が、前回

予想公表時には初回受注状況を織り込み算定していたものの、その後の追加受注が好調に推移

したことを主たる要因として前回予想を上回る見込みとなっております。 
営業利益、経常利益については、経費等のコストの削減・業務効率の改善や想定為替レート

を上回る円安状況となったこと等を要因として前回予想を上回る見込みとなっております。 
当期純利益については、予想に見込んでいなかった上記 1.の特別損失を計上することによ

り前回予想を下回る見込みとなっております。 
 
以上により、平成 21 年 3 月期通期の業績予想を、売上高 2,073 百万円、営業利益 166 百万

円、経常利益 155 百万円、当期純損失 64 百万円に修正いたします。 
  
（2）個別業績予想の修正  

個別業績予想につきましても、上記と同様の理由により修正いたします。 
  
 
 尚、当社の平成21年3月期決算短信は平成21年5月15日に発表する予定となっております。 
 
 
（注）上記予想は、本資料発表日現在における入手可能な情報に基づいて作成したものであり、

実際の業績は今後さまざまな要因によって異なる結果となる可能性があります。 
 
 

以上  


